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皮膚科編
 1． ホスピタリストに役立つ皮膚科の基本
 2． 湿疹・皮膚炎
 3． 内科疾患に伴う皮膚病変
［コラム］ 口腔粘膜疹をきたす原因疾患
［コラム］ 爪に病変を来たす原因疾患
 4． 感染症に伴う皮膚病変
 5． 膠原病，自己免疫性疾患に伴う皮疹
 6． 薬疹
［コラム］ 光線過敏型薬疹を誘発する薬剤
［コラム］ 抗結核剤の減感作療法の実際
泌尿器科編
 1． 急性尿道閉塞
 2． 尿管結石
 3． 血尿の鑑別
［コラム］ 入院患者で偶然，腎臓に腫瘤を発見したときにどうするか
 4． 尿失禁
 5． 前立腺肥大症と下部尿路感染症
［コラム］ 経直腸エコーの実際について
コンサルテーション・リエゾン精神科集中講義「特別編」

今回は「他科の知識」第1弾として，ホスピタリストの臨床に役立つ「皮
膚科」「泌尿器科」の知識をまとめます。
ホスピタリストとして，入院患者で皮膚所見が認められる場合に悩ま

しいのは，皮膚科への紹介のタイミング，生検の適応と多岐にわたる鑑
別疾患です。なかには見落とすと致死的となる疾患もあり，皮膚病変か
ら早期に疑うことが重要となります。本特集では，鑑別診断を重視し，
豊富な画像写真を提供してホスピタリストへの参考資料となることを目
指しています。皮疹を言葉で表現するのも不慣れであることが多いので，
基本的な知識も押さえます。
また，入院患者の前立腺肥大，腎盂腎炎や尿管結石などの泌尿器科
疾患は日常よく遭遇するものです。特に高齢者の尿閉は，退院を遅らせ
る原因となります。不必要な尿道カテーテル留置は，譫妄や感染症など
の合併症と関連があるため，その適応と留置期間は慎重に対応すべきで
す。尿管ステントや腎瘻などのデバイスについては管理方法を知ってお
くことが大事です。さらに外来管理が中心ではありますが，血尿の系統
立てた診断方法や前立腺肥大の薬物治療や内視鏡的治療に精通しておく
ことが必要であると考えます。
さらには，連載「コンサルテーション・リエゾン精神科集中講義」の特
別編として，精神科で使用する薬の副作用，統合失調症，eating disor-
der，原因不明の不定愁訴への対処のポイント，difficult patientについて
もまとめて取り上げます。

ISBN 978-4-89592-947-9

Vol.4 No.3　2016年9月1日発行〔年4回（3，6，9，12月1日）発行〕

他
科
の
知
識
１

2016年第4号（Vol.4 No.4）（12月発行）

JHospitalist Network……462
医学書院……619, 692
日本医書出版協会……534※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

9月に開催された練馬光が丘病院の「ねりまつり」
にお邪魔してきました。ネーミングはキャッチー
ですが，超音波セッション，ワークショップ，感
染症クイズ，キャリアパスについての講演など，
「明日から役立つ」多彩な内容でした。参加者に
とって充実していたことは間違いないと思われま
すが，ファシリテーターの皆さんも大変いきいき
としていたのが印象的でした。例えばプレゼンの
演習では，教える側も教わる側も，頭ではわかっ
ていることを，やってみてはじめて体得できると
いう気づきがあったように思われました。
　日常診療の傍らでこのような企画・準備をして
いくには，仲間で同じ目標を共有できていること
が重要かと想像します。こうした外に向けた活動
で形作られ，循環していくのが「文化」なのかも
しれません。ご施設の名物カンファレンスなどが
ありましたら，是非情報をお寄せください。
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■Vol.1
（2013年）

 No.1 ホスピタリスト宣言
 No.2 感染症
■Vol.2
（2014年）

 No.1 腎疾患
 No.2 膠原病
 No.3 消化管疾患
 No.4 緩和ケア
■Vol.3
（2015年）

 No.1 呼吸器疾患1
 No.2 外来における予防医療
 No.3 循環器疾患1
 No.4 血液疾患
■Vol.4
（2016年）

 No.1 代謝内分泌
 No.2 周術期マネジメント
 No.3 腫瘍
 No.4 他科の知識1
■Vol.5
（2017年）

 No.1 神経内科
 No.2 呼吸器疾患2
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